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目的　糸のように柔軟な物質から構成され，かつ，立
一
体的な構造をもつ編布は複雑な変形挙動を示す.編布

では，編構造の変形や糸の伸張など様々な変形要Bが

存在するため，その動的な変形挙動のモデル化は困難

である．ここでは，コンピュータアニメーションのた

めの編布変形モデルを提案する．

血塗　まず，編布の幾何モデルをベジエ曲面P(≫,l･)

により近似して制御点列Piiを求める．

　　P(･,u) ＝ΣΣBr(u)男㈲郡，u,t,引o川

　　　　　　　　Ｉ　Ｊ

ここで. B円紅B^(む)はBernstein基底関数である．

次に, 制御点列を含む空間を幾何学的非線形性をもつ

連続体とみなして有限要素法により動的な変形挙動，

被　　服

　　Mii十£u ＝f

なお, 訂：質量行列, K：剛性行列, V,: 加速度, u

：変位. /：外力である．これら制御点列から変形し

た編布の形状を表すベジエ曲面を求めて，コンピ3. ―

タアニメーションを作成する．

結果　作成した編布変形のコンピュータアニメーショ
ー
ンの例を図に示す．提案手法により簡単な変形モデル

でありながら複雑な編布の変形を表せる．

すなわち制御点列の変位を求める．ここでは，変形挙　（a）変形前

動を次の離散化された運動方程式により記述する．
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図　編布の変形
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色の濃淡（2色配色）

○朴美愛　成瀬

を組み合わせたチェック織物の視覚特性

停- (文化女T大)

　目的　テキスタイルデザインは材質と柄、色彩を有機的に彩卜を図ることによって、

皿な巨隊力嘔なり、多様な四を皿Sこ作り±{ずる。様々なテキスタイルデザ

インの中からチェック柄の基本的な考え方の構築のために今個の研究を行った。

　力法試料はサンプルイ＼ﾓりのために開発されたITOI-クリエーターを使い、チェックの

幅は黄金分割比で、規紺生を決め、色は３原色(青、赤、黄系)とした。同一チェック柄

について、同色系の明度を変え、2色配色(濃、淡㈲を12枚デザイン市昨し、試料i

枚当りの相対明度、相球彩度を算出した。試料の評価はSD法を用い、女子大生2 0人を

被検抒として60項目について官徊灸をを行った。各々試陣研閣明度、相絹贈o関係

および頓目隙俤謎牲を調べ、多変量解析を通して、チェック柄の視覚に与える要因を検

討した。

　結果　1.隆一のチェックの組み合わせでも、色によりその評価力殯なっている。 2.

ｷ^擲鼎渡、ﾎl例彩度により、視逞的な印象が異なり、青系はチェックの構成加口魏奴場

合、チェック巾励刻ヽさい力割司じｵ肺圈度でも色を濃く感じている。3. ３色系の相対彩

度の占める鞭肋それ匹り、大力ヽら、官能

が示された。
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